
 

中１英語 カリキュラム 

 

動詞を究める! 
 

 英語の基本は、主語・動詞です。「ダレガ・(ナニヲ)・ドウスル」を常に意識して英文を読む習慣を作ることが

大切です。特に、様々に形を変える動詞の使い方を理解することが大切です。今講習では、中２でよいスタート

を切ることを目指して、動詞の意味と変化、その使い方を徹底的に鍛えます。 

 

◎ 中学２年生の英語の学習内容は中学１年の学習内容が理解できていないとわからない内容です。２年生で

いいスタートがきれるように今からしっかりと取り組みましょう。 

◎ 授業を進める中で問題の答えは、ノートに書きます。テキストには書き込みません。 

◎ わからない単語はノートに書き出し、意味を調べておくこと。間違えた問題はテキストの問題番号に印（○

でよい）をつけておき、復習の時に重点的に学習しましょう。 

 

 

① be 動詞 一般動詞(1) 

② 一般動詞(2) 

③ 疑問詞 

④ 複数形 命令文 形容詞 副詞 

中１数学 カリキュラム 
 

『方程式』を固める! 『比例・反比例』を鍛え抜く！ 
～方程式を固める。関数では、式・表・グラフを一体化して考えられるように鍛え抜く！ ～ 

 

★『方程式』を固める ： 文字式に慣れた土台の上に、方程式の計算及び文章題を総復習して、理解を固めます。 

★『関数』を鍛え抜く ： 方程式を固め、中１生が苦手とする『比例・反比例』を鍛え抜きます。 

                        式・表・グラフを一体化して考えられ、応用問題を解くことのできる素地を身につけます。 

 

① 方程式 p.17,19 

② 一次方程式の利用/比例式 p.21 

③ 関数/比例と反比例①（関数,比例と反比例の表の特徴） p.23 

④ 比例と反比例②（比例と反比例のグラフの特徴と変域） p.25 

  



 

中１国語 カリキュラム 
 

読解の基本を身につける 
 

「なんとなく文章を読んで、なんとなく答える」から、「こう書いてあるから、こう答える」に変わりましょ

う。国語は、文章の中に答えが書いてあります。きちんと読むことができれば、答えを導くことができるのです。

授業の際には、そのルールを説明しますから、そのルールに基づき問題を解きましょう。問題を解く時には、「こ

こにこう書いてあるから、この答えを選んだ」と理由をつけて解答をしていきましょう。また、記述問題にも必

ず挑戦してください。書かないことが絶対に無いようにしましょう。答え合わせの際はなぜその答えになったの

か、この文章はどの部分が一番重要だったのかを考え、解答のルールをつかんでいきましょう。 

 

◆  

① 論理的な文章 指示語と接続語 

② 論理的な文章 事実と意見、段落関係 

③ 論理的な文章 文章の要旨、筆者の考え  

④ 文学的な文書 場面、心情と情景 

中１理科 カリキュラム 
 
 

 

① 物質の状態変化 

② 光 

 

 

中１社会 カリキュラム 
 

 

 

 

① アジア・ヨーロッパ・アフリカ より先生の指示 

② 奈良 平安 


